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1. はじめに 

埋立が終了した廃棄物最終処分場（以下、処分場）におい

て発生するメタンガス(以下、CH4)、炭酸ガス(以下、CO2)をは

じめとする埋立ガスは、爆発による火災の危険性や廃棄物の

安定化の観点から、廃止手続きにおいて重要な判断基準であ

る。よって本研究では、旭川市中園廃棄物処分場でガス抜き

管内のガス成分(CH4 CO2 O2)、内部温度、ガス流速を調査し、

その調査結果から達成状況を示し、廃止の検討を行った。 

 

2. 調査処分場及び調査概要 

調査対象処分場の場所は北海道旭川市にあり、埋立期間24

年を経て 2003 年に埋立が終了した事業系および家庭系一般

廃棄物が直接埋め立てられている最終処分場である。廃棄物

層の底部には遮水シートが無いが、廃棄物層下の原地盤は、

難透水性層ということが確認されている。2003年に埋立が終

了し、同年より各種調査および閉鎖工事が開始され、現在ま

でに97本のガス抜き管、11本の集排水設備（集水井）、5本

の観測孔が設置されていている。 

 廃棄物の分解反応には、好気性反応と嫌気性反応がある。嫌

気性反応は酸素(O2)を必要とせずCH4とCO2をほぼ3：2の割合

で発生する。好気性反応は酸素を必要とし、CO2 と大量の熱を

発生する。好気性反応は反応速度が大きく、内部の分解が嫌気

性反応より早く進み、また爆発性のあるCH4のようなガスの発

生がなく、安定化が進行する。 

 

3. 調査結果 

3.1 メタンガス濃度の5%達成状況 

廃棄物最終処分場廃止基準の調査評価方法では、CH4 濃度

5％以上(爆発限界)が廃止基準として提案されている。そこで、

ガス抜き管出口の CH4 濃度の経年的な変化について上記を目

安に達成状況を検討するとともに、廃止検討を行った。 

図-1にガス抜き管出口のCH4濃度について、5％未満は緑、

5％～10％は青、10％～20％は黄、20％以上は赤として分類し、

4つの色分け（ランク）にして表示した。ここの処分場は左か

ら右へ埋立を進めており、赤で示した20％以上のガス抜き管

が図の右側に多くあるが、これは埋立したのが遅い場所（2003

年）である。なので、まだ安定化に時間を要していると思わ

れる。しかし、処分場の広範囲でCH4濃度5%未満の緑を示し、

全体的にはほとんど爆発性のガスが発生しておらず、安定化

が進んでいることが分かる。 

また、図-2 は各年の夏に調査した全 CH4濃度のデータに対

して各項目(5％未満は緑、5％～10％は青、10％～20％は黄、

20％以上は赤)に該当する割合を経年変化で表した図である。  

CH4濃度の5％未満のガス抜き管の割合は2006年では29％だ

ったのが 2019 年では 74％まで達成し、20％以上のガス抜き

管の割合は49%から 13%まで減少した。なので、70%達成して

いることから廃止可能なレベルにあると推定される。しかし

ながら、CH4濃度が20%を超えているガス抜き管のほとんどは

埋立当初から高い濃度を維持しているものが多いことから安

定化が進んでいるガス抜き管と比較して安定化の進みが非常

に遅いと推定される。なので、もしこのまま廃止ができたと

しても CH4 濃度が高いガス抜き管は引き続き計測を行う必要

がある。 

 

図-1 ガス抜き管出口のメタン濃度分布（2019年 9月） 

 

図-2 ガス抜き管出口のメタン濃度の経年変化 
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3.2処分場の CO2/CH4の全状況 

 処分場の嫌気性反応及び好気性反応の発生状況を確認する

ために CO2/CH4という指標を導入した。一般に CO2/CH4が 2.3

で好気性反応と嫌気性反応がそれぞれ50%に等しくなり、1.1

で好気性反応と嫌気性反応が2:8、7.3で好気性反応と嫌気性

反応が8:2となる。最新の2019年9月のデータを基にCO2/CH4

の数値を色分けで示した(CO2/CH4≧7.3を赤, 2.3≦CO2/CH4＜

7.3を緑,1.1≦CO2/CH4＜2.3を黄色, CO2/CH4<1.1を青, メタ

ン濃度<1.0%を灰色)とし、各ガス抜き管場所に表示したのを

図-3で示した。全体にメタン状況が1%未満がほとんどで、安

定化は進んでいる。一方で、青色の嫌気性反応が支配的なと

ころも見られる。このことから好気性と嫌気性が20%と80%を

含める区画が多いことが分かる。 

 

図-3  CO2/CH4の分布（2019年9月） 

 

3.3ガス抜き管内のガス流量状況 

廃棄物最終処分場廃止基準の調査評価方法 1)によると、廃

止する場合処分場のガス流量が 1L/min 以上という基準が提

案されている。2019 年 11 月にガス抜き管のガス流速データ

をCH4濃度が高いデータを使用した。 

 ガス流速をガス流量へ換算し、それにCH4とCO2の濃度をか

けて求めた量を図-4に示した。最大では1200L/min以上であ

り、測定したすべてのガス抜き管が基準値を大幅に超える埋

立ガスが発生していることが分かる。 

 また図-5にガス流速測定時のガス成分を示した。選定した

ガス抜き管の CH4/CO2は 1200L/min 超えている A37 は 0.6、

500L/min を超えている 6-5 は 1.2 となっている。また、

350L/min を超えているM-5のCO2/CH4は3.1である。このこ

とから嫌気性反応が支配的であるとガス流量が多く、好気性

反応が支配的であるとガス流量も少ないことが推察される。

よってガス発生を抑制するためには好気性反応を支配的にす

ることが効果的であると推察される。また、埋立ガスが基準

値を大幅に超えているので、廃止するために埋立ガスを減ら

す解決策を講じる必要がある。 

 

図-4 ガス抜き管のガス流量(2019年 11月) 

 

図-5 ガス流量測定時のガス成分 

 

4. まとめ 

廃棄物処分場跡地の廃止手続きをするにあたって、安全管

理の目安として CH4 濃度 5％を目安とした場合の達成率はす

でに70％以上であり、本研究では廃止可能なレベルにあると

いえる。しかしながら、ガス抜き管から基準値以上の埋立ガ

スの発生や一部嫌気性反応が支配的であることから、今後も

計測し経過を見ていく必要がある。また計測の継続に伴い、

廃止にあったっての基準の見直しや、それらを含めて総合的

に廃止検討の見込みを判断する必要がある。 
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